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　さらに、半藤らは、レジリエンスの概念は 999 年に設立された Reslence 
Allance（以下 RA と表記）により整理され洗練されていくとし、次のように紹介
している（202）。
































































リカ人の 50%～ 60%がなんらかの外傷的体験に曝されるが、その全ての人が PTSD
になるわけではなく、8%～ 20%が PTSD になると報告されている。レジリエンス
概念の拡大により、PTSD の危険因子とともに、「防御因子」が注目されるように
なった。レジリエンス因子を調査した臨床研究としてベトナム戦争中に極度のスト

























































ル（社会関係資本、Socal Captal、以下 SC と表記）の役割、RE の事例として組
織事故への対応、の 2例を用いてレジリエンスについて検討する。







の 3要素を用いて定義した。また、SC の 3 つの次元として、bondng（結束、家族
同様の関係、強いきずな）、brdgng（橋渡し、地域外、他の人種、他宗教などと










これは結束 SC が強い反面、SC の橋渡し機能が欠けている場合には負の外部性の
可能性があることを示しており、SC のダークサイドといえる。
　東京地区では、922年から震災後の 933年の間に近隣組織での「町内会」の数














　NPO 設立数を SC の代理指標として使用し、真野地区（SC 高い）と御蔵地区（SC





































　ハリケーン・カトリーナ（2005年）から 5年が経過しても Lower Nnth Word は

























































































NIMBY 問題の解決には SC が重要
SC は私的保険の役割
マルチタイプの SC はレジリエンス
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注
１　フランス語に由来する「レジリアンス」と英語に由来する「レジリエンス」が
多用されている。
